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習ってみませんか！ワードプロセッサーを！！

じ

ゃ

が
芋

の
白

い
花
も

、
ウ
ツ

ギ
の
花

も
過
ぎ
て
し

ま
っ

た
。

子
供

の
頃

、
ウ

ツ
ギ
の
花

が
咲

き
始

め
る
と
海
で
泳

ぎ

だ
し

た
。

だ
か
ら

、
子

供
達

は
少
し
暖

か
く

な
る

と
垣
根
の
ウ

ツ
ギ

が
咲
く
の

を
待
っ
て

い
た
。

花
を
つ
け

始
め

る
と

、
ま
ず
、
年

か
さ
の
子

が
泳

ぎ
、
続
い
て
下
の
子

が
海
に
入
る
。

年
上

の
子

は
、
下

の
子

の
面

倒
を

見

な

が
ら
泳

い
で

い
る
。
子

ど
も

会

な
ん
て

い
う
組

織
は
な

か
っ
た

が
、
そ

ん
な
自
然

発
生
的

な
子

供

社
会

が
で
き
て

い
た
。
む
し

ろ
、

今
の
子

供
会
よ
り
結

束
力

は
強
か

っ
た

の
か
も
知

れ
な

い
。

長
く

泳
い
で

い
る
と
、

寒
く
て

唇

が
紫
色

に
な
っ
て

く

る
。

そ
う

な
っ

た
ら
陸
に
あ

が
り

、
二

人
三

人
と
固

ま
っ
て
砂
浜

で
腹

ば
い
に

な
り

、
両

手
で
周
り

の
熱

い
砂
を

胸
元

に
か
き
集

め
て

暖
を

と
る
。

夏
休
み
は
一
日
中
そ
う
し
て
い
た
。

今
は

も
う

、
あ

の
熱

い
砂
浜

が

な

い
。

月

1991
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四
十
五
名
が
参
加
し
て
熱
戦
！

六
月
十
八

日
（
火

）
午
後
七
時

分
よ

り
、
青
森
市

の
あ
お
も

’こ
お

い
て

、
蓬
田
村
青

Ｆ

会

（
福
井
幸
正

’
―
　

．．
ｔＩ

両
民

ボ
ウ
リ

ン
グ

大

会

が
開
催

さ
れ
、
四
十
五
人
の
参

加
者

が
そ
れ

ぞ
れ
腕
前

を
競

い
合

い
熱
戦

が
繰
広
げ
ら

れ
ま
し

た
。

試

合
は
、
女
子

の

Ｉ
ゲ
ー

ム
の

得

点

に
（

ン

デ
ィ
3
0
点

が
加

算

ボ
ウ
リ

ン
グ
は
気

軽
に
出
来

る

ス

ポ
ー
ツ
な

の
で
、
若

い
人

か
ら

高
齢

者
ま
で
人
気

が
集
中
し
て

お

り
ま
す

。

ま
た
、

ボ
ウ
リ
ン

グ
は
国

体
の

種
目

に
も
選

ば
れ
る
な

ど
、
国

民

の
ス

ポ
ー
ツ
に
な
り
ま
し

た
。

村
体
育
協

会
で
も

、
毎

年
県
内

八

市
を
主

会
場
で
行

わ
れ
て

い
る

県
民
体
育

大
会

ボ
ウ
リ

ン
グ

の
部

に
も
出

場
し

て

お
り

ま
す
。

今

年
は
、
む
つ
市
を
主
会

場
に
、

八
月

十
日
（
土

）
～
十
一
日
（
日

）

の
二

日
間
開
催

さ
れ
る
予
定

に
な

っ
て

お
り
ま
す

の
で
、
選
手

と
し

て

出
場
し

た
い
方
は
、
村

体
育
協

会
事
務
局
ま

で
連
絡
下

さ
い
。

登
二

七
－

ニ

ー
　一
　一

７村民体育祭は

部落の名誉をかけて

皆で楽しく、一日スポーツ

※雨天の場合 は８月４ 日(日)に開 催 し ます

村民ボウリング大会から●2

さ
れ
、
ニ

ゲ
ー

ム
を
投
球
し

て
一

番

得
点

の
多

い
人

が
優

勝
と

い
う

方

式
で
し

た
。

ゲ
ー
ム
終
了
後
、
入

賞
者
に

什

そ

れ
ぞ
れ
豪
華
な
景
品

が
、
ま
た
、

参
加
者

全
員
に
は

お
楽
し

み
抽

崟

会

が
企
画

さ
れ
、
楽
し

い
雰
囲
ら

の
中

で

ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
は

終
了

し
ま
し

た
。

入

賞
し

た
方

は
次
の
通
り
で
す
。

▼

一
位
一
　
松
本

勝
治
（
長
　

科

）

▼
二

位
　

飯
田

明
子
（
瀬

辺
地

）

▼
三

位
　

川
崎

幸
治

（
広
　

瀬

）

お
め
で

と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
選
手
を

募
集
中
！

月 28 日 !日1

村民ボウリング大会が盛況に！

蓬田村青年団体連絡協議会が主催
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ご協力ください

六
月
一
日
（
土
）
阿
弥
陀
川
の

十
和
田
神
社
祭
が
部
落
の
人
達

約
三
十
名
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
、
午
前
十
時
に
神
社
前
に

集
合
し
た
参
列
者
は
そ
れ
ぞ
れ
、

お
菓
子
、
ジ
ュ
ー
ス
、
お
酒
や
陸

奥
湾
で
と
れ
た
新
鮮
な
ホ
タ
テ
を

御
供
と
し
て
持
参
し
、
家
内
安
全

と
豊
作
・
豊
漁
を
祈
願
し
ま
し

た
。早
々
に
参
詣
を
終
え
た
参
列
者

は
、
特
匠
の
（

ウ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ

持
寄
っ
た
御
供
を
食
べ
な
が
ら
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

十
和
田
神

社
の
場
所
は

、
阿

弥

陀
川
部
落
か
ら
西
に
五
・
六
㎞
の
地

点
に
位
置
し
、
大
倉
岳
へ
行
く
途
中

の
南
側
の
場
所

に
（
昭
和
五

十
二

年

）
建
て
ら

れ
て
お
り
ま
す

。

こ
の
十
和
田

様
は
、

十
和

田
湖

の
よ
う
に

、
山
中
の
凹
所

に
水

か

た
よ
っ

た
所

に
竜
神

が
住

む
と

い

う

の

が
信
じ

ら
れ
、
県
内

各
地
の

山
中
の
水

た
ま
り
に
堂

社
を
建
て

て

十
和
田
様

と

い
っ
て

、
そ
の
水

に
さ
ん

ご
を
打
っ
て
豊

凶
や
身

の

幸
不

幸

を
占
う
の
は

江
戸
時
代

の

中

ご
ろ

か
ら
信
仰

さ
れ
て

い
る

と

い
う
。

阿
弥
陀
川
部
落
が
十
和
田
神
社
祭
を
実
施

家
内
安
全
と
豊
作
・
豊
漁
を
祈
願
！

事業所統計調査と商業統計調査

7月１日現在で、平成３年事業所統計調査、商業

統計調査分全国一斉に行われます。

調査の対象となるのは、農林漁業の家を除く、す

べての事業所です。今回は、二つの調査が同じ年に

行われるので、商店に対する調査の重複を避けるた

め、事業所統計調査は商店以外の事業所、商業統計

調査は商店を対象として、同時に実施されます。

この二つの調査は、統計法に基づいて実施される

国の重要な調査ですから、集められた調査票を、統

計上の目的以外こ使用することはありません。した

がって、各事業所、商店のプライバシーは法律によ

ってしっかりと保護されます。

事業所統計調査は、事業所をもれなく調査して、

わが国の産業構造や事業活動の実態を明らかにする

ために行われます。調査結果は、国や都道府県、市

区町村において、さまざまな施策や計画を立案する

ための基礎資料として利用さ れます。

商業統計調査は、「商業の国勢調査」ともいえる

ものです。全国の卸売り、小売口業の商店をもれな

く調査することによって、商店の販売活動の実態や

分布状況などを明らかにするために行われます。調

査結果は、国や都道府県、市区町村が、商業振興のた

めのいろいろな計画を作

成する際に、重要な資料

として役立てら れます。

６月下旬に、調査員分

調査票をもってお伺いし

ますので、ご協力をお願

いします。記入された調

査票は、調査員が回収に

まいります。

3●十和田神社祭を実施
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青
森
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

平
成
三
年
度

あ
す
な
ろ
県
民
大
学

「
現
代
を
知
的
に
生
き
る
あ
な
た
へ
」
送
る

●中 央 講 座

●移動口座

日　 時 会　　場 演 題 お よ び 講 師

９／３ （火）

19:00～20:30

田舎 館村

中 央 公 民館

『のびのび育て　子どもたち』

幼児教育・児童文化研究家　吉岡たすく

10/14  ( 月）

19:00～20:30

下田町民

交流センター

『体験的教育論一父の役割・毋の役割』

大妻女子大学教授・医学博士　平井　ｲ言義

10/16  ( 水）

18:30～20:00

大畑町

中央 公民 館

『愛、見つけた』

日本テレビ チーフ･アナウンサー　小林　完吾

10/25  ( 金）

13:00～14:30

稲垣村

中央 公民 館

『子どもたちは訴える』

作家・評論家　永畑　道子

11/24  ( 日）

13:30～15:00

三厩村

中央 公民館

『子どもを見る目　活かす知恵』

人間科学研究所所長　池田　弘子

11/30  ( 土）

13:30～15:00

南郷村

中 央 公 民館

『野生教育の提言』

創造教育センター代表　阿部　　 進

すこやか家庭教育相談事業子育てセミナー開催

す
こ
や
か
子
育
て
教
室

す
こ
や
か
家
庭
教
育
相
談
事
業
の
一
環
と
し
て
、
乳
幼
児

を
持
つ
親
等
に
対
し
、
家
庭
を
取
り
巻
く
今
日
の
問
題
状
況

に
対
応
す
る
た
め
、
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
の
活
性
化
を
め

ざ
し
た
実
践
的
な
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●日　　 程

・
講
師
　
青
森
市
油
川
幼
稚
園
園
長
　
佐
藤
冴
子

受　付
開　会
行　事 講　演 協　議

親　子
体　操
閉　会
行　事

９：００
Ｓ
９：１５

９：１５
Ｓ
９：２５

9:25
S
10 : 25

10 : 30
S
11 : 00

11 : 00
S
11 : 50

11 : 50
S
12 : 00

●
親
子
体
操

『
実
技
指
導
』

青
森
市
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
指
導
員

・
秋
本
愛
子

・
成
田
輝
代

●
申
込
み
先

村
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
あ
て
、
電
話
か

（

ガ
キ
で
申
込
ん
で
下

さ
い
。

昔
二
七
－

二
一
一
一

◆
託
児
所
を
開
設
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
利
用
下

さ
い
。

教育委員会から●4

日　 時 会　　場 演 題 お よ び 講 師

7/28  ( 日）

13:00～14:30

総合社会教育

センター

『鎌倉仏教の心とかたち』

青山学院大学教授　三山　　進

9/21  ( 土）

13:00～14:30

総合社会教育

センター

『社会の変化をどう読むか』

評論家　草柳　大蔵

10/19  ( 土）

13:00～14:30

総合社会教育

センター

『独創は闘いにあり』

東北大学学長・工学博士　西澤　潤一

10/27  ( 日）

13:00～14:30

総合社会教育

センター

『わが友 関野準一郎を語る』

板画家　佐藤米次郎

11/10  ( 日）

13:00～14:30

総合社会教育

センター

『寺山修司の生涯』

だびよん劇場代表　牧　　良介

11/17  ( 日）

13:00～14:30

総合社会教育

センター

『川島雄三と青森県の映像文化』

映画評論家　熊谷　拓治

コ

募
集

人
員
　
　
　
　
　
　
　
　

二

、
申

込
方
法

・
中
央

講
座
　

三

〇
〇
人
　
　
　
　
　

中

央
講
座
、
移
動

講
座
と
も

・
移
動

講
座
　

二

〇
〇
人

～
　
　
　

に
（

ガ
キ
か
電
話
で

申
込
む
。

三

〇
〇
人
　

三

、
申

込
先

（
実
施
町
村
に
よ
っ
て
違

い
ま
す
）
　
　
・
中
央
講
座
：
県

社
教
セ
ン
タ
ー
。

・
移
動

講
座
・
：
実
施
町

村

の
社

会
致
育
課
。

詳
し
く
は
、
村
社
会
教
育
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
主
　
　
催
　
青
森
県
教
育
委
員
会

●
主
　
　
管
　
東
青
教
育
事
務
所

●
共
　
　
催
　
蓬
田
村
教
育
委
員
会

●
日
　
　
時
　
平
成
三
年
七
月
五
日
（
金
）

午
前
九
時
十
五
分
～
正
午

●
場
　
　
所
　
村
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

●
対
　
　
象
　
東
青
管
内
市
町
村
の
乳
幼
児
を
持
つ
親
等

●
講
　
　
演
　
テ
ー
マ
「
少
子
化
・
核
家
族
化
に
あ
っ
て
の

望
ま
し
い
家
皀
敕
育
の
あ
り
方
・



鯉のぼ りと

いっしょに

蓬田小学校

六
月

九
日

に
開

催
さ
れ

た
、
平

成
三

年
度

の
蓬
田

小
学

校
大
運
動

会

々

場

に
大

・
小

さ
ま

ざ
ま

な

「
こ

い
の

ぼ
り
」

が
、
空
高
く

泳

ぎ
訪

れ
た
人
の
注
目

を
集
め

た
。

こ
の
土

い
の
ぼ
り
は
、
教
育
一
貫

事
業
と
し
て
小
学
校
（
奈
良
良
成
校

長

）
と
Ｐ

Ｔ
Ａ
（
坂
本
万

蔵
会
長

）

が
子

ど
も
達
の
健
や

か
な
成
長
を

託
そ
う

と
企
画

し

た
も
の
で
、
家

庭
で

ダ
ン
ス
の
奥
深

く
眠

っ
て

い

る
こ

い
の

ぼ
り
の
寄

贈
を
父
母
に

呼

び
か
け
て

こ
の
日

の
お
披
露
目

と
な
っ

た
。

こ

い
の

ぼ
り

は
約
六

十
人
か
ら

の
寄
贈
の
申
し

出
か
お
り

、
さ
っ

そ
く
福
井
一
衛

氏
の
寄
付
金

と
、

青
少
年
育
成
村

民
会
議

、
教
育
委

員
会
予
算

か
ら

の
資
金

を
活

用
し

て
、
コ

ン
ク
リ

ー
ト

製
電

柱
三

本

を
設
置
、
ワ
イ
ヤ
ー
を
張
っ
て
、

等
間
隔
に
吹
き
流
し
や
こ
い
の
ぼ

り
を
付
け
て
、
大
空
高
く
見
事
に

復
活
さ
せ
た
。

南
北
に
連
な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り

は
、
山
の
緑
に
映
え
遠
く
か
ら
も

は
っ
き
り
と
見
え
、
吹
く
風
に
向

か
い
力
強
く
、
伸
び
伸
び
と
、
悠

然
と
泳
ぐ
様
は
村
内
子
ど
も
達
の

健
や
か
な
成
長
に
、
学
校
・
村
民

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

小
学
校
で
は
、
来
年
も
広
く
村

民
に
呼
び
か
け
趣
旨
の
普
及
を
図

り
、
こ
い
の
ぼ
り
リ
サ
イ
ク
ル
を

実
施
し
、
四
月
中
旬
頃
か
ら
運
動

会
ま
で
掲
揚
し
た
い
と
話
し
て
い

た
。

・
顔

怒
り
　

心
で
許

す
　

子

ぼ
ん
の

う
　
　
　
　
　
節
子

・
笑

っ
た
と
　

家
中

さ
わ
ぐ
　

孫
の
顔
　
　
　
　
　
年
栄

・

人
情
の
　

ド
ラ

マ
を
語
る
　

顔
の
し

わ
　
　
　

お
富

・

ア

ル

バ
ム
に
　

は

た
ち
の
毋
の
　

顔
見

つ
け
　

清
乃

役
場
に
勤
め
始
め
て
は
や
二
ヶ

月
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。

職
場
の
雰
囲
気
に
も
除
々
に
慣

れ
始
め
充
実
し
た
日
々
を
過
し
て

い
ま
す
。

今
迄
、
建

設
業
者

に
勤

め
て

お

り
、
色

々
な
現

場
を
施
行
し

て
来

ま
し

た

が
、
そ
の
た

び
に
蓬

田
村

に
も
こ
ん
な
施

設

が
あ

れ
ば
い

い

の
に
、
と

か
蓬
田

村

の
土
木

事
業

に
携
わ
っ
て
み

た

い
と
か
日
頃

考

え

て

い
た

の
で
す

が
、
そ

れ
が
今

現

実
と
な
り

、
意

欲
を
燃
や
し

頑

張

ら
な
け

れ
ば
と

い
う
気
持

で
い
。

つ
ぱ
い
で
す
。

役
場
で
の
仕

事
は
、

む
ず
か
し

く
複

雑
で
現
場

に

い
る
時
よ

り
も

む
つ
湾
一
周
駅
伝
の
選
手
を
募
集
中
！

第
九
回
む
っ
湾
一
周
駅
伝
競
走

大
会
の
選
手
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
女
子
の
区
間
年
齢
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
会
は
、
午
前
七
時
三
十
分
に

む
つ
市
運
動
公
園
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
、
青
森
市
の
県
総
合
運
動
公

園
ま
で
の
Ｉ
〇
八
㎞
を
十
九
区
間

に
分
け
て
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま

す
。

・

ド
ラ
息
子
　

我
が
家

の
顔
に
　

泥

を
ぬ
り
　
　
　

昭
夫

・
子

が
た
ば
こ
　

通

学
列
車
で
　

平

気
顔
　
　
　
　
　
尚
政

・
子
の
顔

に
　

ま
縮

さ
れ
た
　
（
入
の
面
　
　
　
　
　
　
啓
子

・
裏

人
学
　

顔
と
札
末
　

チ

を

に
ぎ

り
　
　
　
　
　
　
増
吉

７月の土曜閉庁日は

13日と27日です。

ただし中央公民館、幼稚園、保育
所、児童館はこれまでどうりです。

日
一
日
と
夏
ら
し
い
暑

さ
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

夏
を
テ
ー
マ
に
一
句
い

か
が
で
す
か
？
ご
応
募
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

運動会

紹
介
し
ま
す
　
新
し

い
職
員

1
0
月
６
日
（
日
）
開
催
の

○
男
子
中
学
生
　
　
　
（
６
名

）

○
男
子
高
校

生
・
一
般
（
1
7名

）

Ｏ
女
子
　
　
　
　
　
　
（
６

名

）

●
募
集
人

員
（
補
欠
選
手

含
む

）

◆
選

手
資
格

一
般
選
手
は
居

住
地
ま

た
は
出

身
地

（
卒
業
中
学

校
の
所
在

坤
）
、

高
校

生
・
大
学
生

の
選
手
は

保
護

者

の
居

住
地
の
選
手

と
し

て
出
場

す

る
こ
と

が
で
き
ま
す

。

◆
連
絡
先

村
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
　
　
エ
藤
　
義
正

登
二
七
圭

二
〇
一
〇

求

め
ら
れ

る
も
の

が
シ

ビ
ア

で
、

今
迄
と
は
勝
手

が
違

い
、
と
ま

ど

う

事

が
多

い
の
で
す

が
、
良

い
先

輩

に
も
恵
ま

れ
て
楽
し
く

仕
事

が

覚
え
ら

れ
そ
う

で
す
。

速
く
正

確
に
仕
事
を
覚

え
る
事

に
よ
っ
て
住
民

の
皆
様

に
迷
惑

の

か
か
ら
な

い
よ
う

ト
ラ

ブ
ル
の
な

い
よ
う

に
し

た
い
と
思

い
ま
す
。

蓬
田

村

の
事
は
、
今
迄

学
校

が

八
戸

だ
っ

た
事
も
あ
っ
て
あ

ま
り

よ

く
知
ら
ず

、
勉
強
不

足

だ
っ
た

の

で

す

が
、

こ

れ

か
ら

は

土

木

関

係

で

な

く

、

色

々
な

面

か

ら

勉

強
し

て

い
く

こ
と

が
必
要

で
あ

り

役
場
職
員

の
義
務

と
考
え
て

、

頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

土木建設課
高　 田　　 徹

蓬田 村大字郷 沢字浜 田13
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胃
弥
陀
川
チ
ー
ム
か
優
勝
！

村
体
育
協
会
主
催
の
第
三
回
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
と
お
し
て

老

若

男
女

が
一
層
友

情
と
連
帯

を
深

め
「
豊
か
で
住

み
よ

い
活
力
あ

る

村

づ
く
り
」

を
目

的
と
し

た
、
村

体

育
協
会
（
八
幡

敏
雄
会
長

）
主

催

の
第
三

回

ゲ
ー
ト

ボ
ー

ル
大

会

が
、
六
月
十
六
日

（
日

）
村

ゲ
ー

ト

ボ
ー
ル
場
に

お
い
て
ハ
チ
ー
ム
、

約
五

十
名

が
参
加
し

て
、
熱
戦

が

入
賞
し
た
チ
ー
ム
は
次
の
と
お

り
で
す
。

繰

広

げ

ら

れ

ま

し

た
。

午

前

九

時

過

ぎ

に

始

ま

っ

た

開

会

式

で

は

、

八

幡

会

長

よ

り

「

こ

の
大

会

は

県

民

体

育

大

会

の

選

手

選

考
会

も
兼

ね
て

お
り
ま

す

の
で

、

選
手

の
皆

さ

ん
頑
張

っ

て
下

さ

い
」

と

挨

拶

が

あ

り

、

こ

の

後

、

前

回

の
優

勝
チ

ー

ム

「

は

ま

な

す

」

よ

り

優

勝

旗

の
返

還

が
あ
り

ま
し

た
。

試

合

は

、

く

じ

引

き

で
Ａ

Ｂ

の

コ

ー
ト

に
四

チ

ー

ム

ず

つ

別

れ

、

上

位

ニ

チ

ー

ム

が

決

勝

ト

ー

ナ

メ

ン

ト

に

進

め

る

事

に

な

り

、

各

チ

ー

ム
ニ

試

合

ず

つ
戦

っ
た

結
果

、

Ａ

コ

ー
ト

で

は

、「
蓬

田

」・
「

阿

弥

陀

川

」

チ

ー

ム

、
Ｂ

コ

ー

ト

で

は

。

「

郷

沢
」・
「

長

科

」

チ

ー

ム

が

勝

ち

そ

れ

ぞ

れ

駒

を

進

め

ま

し

た
。

午

後

一

時

か

ら

の

決

勝

ト

ー

ナ

メ

ン
ト

で

は

、

蓬

田

対

長

科

チ

ー

ム

が
戦

い
、

蓬

田

チ

ー

ム

が
（

郷

沢

対

阿

弥

陀

川
チ

ー

ム
は

、
阿

弥

陀

川
チ

ー

ム

が
勝

ち
進

み
ま
し

た
。

決

勝

戦

で

は

、

阿

弥

陀

川

チ

ー

ム

が

十
四

対

八

と
蓬

田

チ

ー

ム

を

下

し

、

見

事

優

勝

を

飾

り

圭

し

か
。

▼
一
　
位
　
阿
弥
陀
川
チ
ー
ム

▼
二
　
位
　
蓬
田
チ
ー
ム

▼
三
　
位
　
長
科
千
Ｉ
ム

夏
に

な

る
と
、「

あ
せ

も
に
悩

ま

さ
れ

る
」
と

い

う
人

も

少
な

く
な
い

で

し
ょ

う

。
首

や
ひ
じ

の

内
側

、
ひ

ざ
の

裹
や

杓
き
の

下

な
ど
に

よ

く

で

き
ま

す

。
特
に

気
温

の

高
い

場

所
で
働

く
人

や
乳
幼
児
、
太
っ
て
い

る

人
や
多
汗
症
の
人
に
で
き

や
す
い
と
い
え
ま
す
。

で
は
、
ど
う
し
て
あ
せ

も
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。汗
は
酸
性
で
、
雑
菌
の

繁
殖
を
防
ぎ
ま
す
が
、
そ

の
ま
ま
ほ
う
っ
て
お
く
と

ア
ル
カ
リ
性
に
変
わ
り
、

逆
に
雑
菌
の

繁
殖
が
盛
ん

に
な
っ
て
、
汗
腺
が
ふ
さ

が
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

汗
が
出
る
に
出
ら
れ
ず
、

皮
膚
の
表
面
に
あ
る
ケ
ラ

刺
激
し
、
か
ゆ
い
や
ら
痛
い
や
ら
と

本
物
の
あ
せ
も
に
な
り
ま
す
。

あ
せ
も
を
防
ぐ
に
は
、
汗
腺
が
詰

ま
ら
な
い
よ
う
に
、
皮
膚
を
清
潔
に

保
つ
こ
と
が

Ｉ
番
大
切
で
す
。
汗
を

か
い
た
ら
、
顔
や
手
足
を
き
れ
い
に

洗
つ
た
り
、
濡
れ
タ
オ
ル

な
ど
で
ふ

い
た
り
す
る
よ
う
こ

し
ま
し

よ
う
。

皮膚を清潔に保つ

そ
し
て

、
入

浴

を
毎
日

欠

か

さ

な
い
で

く
だ

さ
い

。

シ
ャ
ワ

ー

も
、

あ
せ

も

の

の
予

防
に

効
果

が

あ
り

す
。
「

汗

を
か
い

た

な
」

と

思
っ

た

ら
、

一
日
に

何

回

か
水

を
浴

び

た
り
、

せ

っ

け

ん
で

軽
く
洗

っ
て

ぬ

る
ま

湯
で

蔗
し
た
り
し
て
、

雑

菌
の

繁

殖
を
防

い
で

く

だ

さ
い

。

パ

ウ
ダ

ー
で
、

皮
膚

の

表

面
の

汗

を
吸
い

取

る
の

も
い
い

で
し

ょ

う
。

た
だ

し

、
付

け
過

ぎ

る
と
皮

膚

の
表
面
を
覆
っ
て
発
汗
を
妨
げ
、
か

え
っ
て
あ
せ
も
の
原
因
に
な
り
ま
す

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

第３回村民ゲートボール大会から●　6

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

以
下
、
参
加
し
た
チ
ー
ム
は
、

郷
沢
・
は
ま
な
す
・
宮
本
・
中
沢

・
村
体
協
チ
ー
ム
で
し
た
。

チ
ン

と
よ

ば
れ

る
硬

い

タ
ン

パ

ク
質

層
に
た

ま

り
、

水
ぶ

く
れ

を
つ

く
り

ま
す

。こ

れ
が

、
あ
せ

も
の

初
期
で

、

水
ふ

く
れ
が
透
き
通
っ
て
見
え

ま
す
。

こ

れ

を
「

水
晶

様
あ
せ

も
」

と
い

い

ま
す

。
こ
の

段
階

で

は
、
か

ゆ
み

も

痛
み

も
あ

り
ま
せ

ん

。

さ

ら
に
症

状
が
ひ

ど

く

な
る

と
、

皮

膚
の

深
い

層
に

ま
で

汗
が

し
み

込

み

、
赤

い

ポ
ツ

ポ
ツ

ガ
で

き
ま

す
。

こ

れ

を
「

紅
色

あ
せ

も
」
と

い
い

ま

す
。
表

皮
に

た
ま
っ

た

汗
が

神

経
を

あせもの予防

暮らしのワンポイント
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[ひよつこりひょうたん島]の人形でご存じの！

８月10 日(土|)村農業者トレーニングセンターにて上演!

子
ど
も
た
ち
へ
、
夢
と
感
動
を
…

人
形

劇
団
ひ

と
み
座
は

、『
子

ど
も
た
ち

の
芸
術

だ
か
ら

こ
そ
、

そ

れ
は
最
高

の
も
の
で
あ
ら

ね
ば
な
ら

ぬ
』

を
劇
団
の
創

造
理
念

に
、
数
多
く

の
作
品
を
作
っ

て
ま

い
り
ま
し

た
。
ひ

と
み
座
の
特

色

は
一
口
に
言

っ
て
、
様

々
な
人
形
劇

の
可
能

性
に
挑
戦
し

て

い

る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
舞

台
だ
け
で
な
く
Ｎ
Ｈ
Ｋ

テ

レ

ビ
の
傑
作

『
ひ

ょ
っ
こ

り

ひ
ょ
う
た
ん
島

』
で
、

ブ
ラ

ウ
ン
管
を
活

き

づ
か
せ

た
の
も
ひ

と
み
座
の
人
形

た
ち
で
す
。

▼
日
　

時

・
平
成
三

年
八
月

十
日
（
土

）

▼
場
　

所

・
村
農

業
者
ト

レ
ー
ニ

ン
グ

セ

ン
タ
ー

▼
主
　

催

・
村
児
童

館

▼
後
　

援

・
村
母

親
ク
ラ

ブ
連
絡
協
議
会

▼
上
演
内

容

①
『
い
い
こ

と
し

た

の
に
フ
ン
』

②

『
王

さ
ま

の
み
み
は

ロ
バ
の

み
み
』

③

『
人
形

ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ

プ
』

六
月

十
九
日

（
水

）
午

後
七
時

よ
り

村
中
央
公

民
館
に

お
い
て

、

平
成
三

年
度
青

少
年
育
成
蓬
田

村

民
会

議
（
工
藤
義

則
会
長

、
会
員

百
二

十
名

）
の
総
会

が
行

わ
れ
ま

し

た
。
総

会
で
は

、
平

成
二

年
度

事
業

経
過
報

告
、
収
支

決
算
の
承
認

を

受
け

ま
し

た
。

今

年
の
事
業

と
し

て
、
子

ど
も

会
国

際
交
流
会

の
援
助
、
巡
回

パ

ト

ロ
ー
ル
指
導
実
施

、
親
と
子

花

い
っ

ぱ
い
運
動

の
推
進
等
を
全
員

で
決

め
ま
し

た
。

ま

た

、

県

の
有

害
図

書

指

定

『
ワ
イ

セ
ツ
コ
ミ

ッ
ク
』
本
を

追

放
し
て
行

く
た

め
に
、
村
内
で
署

名
運
動

を
し

て

い
く
こ
と
を
決
議

し
て
総
会

を
閉
じ
ま
し

た
。

分
収
育
林

緑
の
オ
ー
ナ
ー
を
募
集

7●人形劇団ひとみ座がやって来る

↑｢いいことしたのにフン！亅

ＴＶ人形劇等でおなじみの「棒づかい人形

を使って「けこみ舞台」で上演します。

←｢王さまのみみはロバのみみ｣

大型の人形を役者が「出づかい」で操作し

ます。観客の方も舞台に参加していただく

楽しい場面もあります。

ワ
イ
セ
ツ
コ
ミ
ツ
ク
本
の

‘追
放
を
決
議
！

青
少
年
育
成
蓬
田
村
民
会
議

蟹
田
営
林
署

分
収
育

林
と
は
？

参
加
さ
れ
る
皆
様
に
一
口
当
た

り
二
十
五
万
円
ま
た
は
、
五
十
万

円
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
営
林

署
で
育
成
中
の
ス
ギ
人
工
林
（
蟹

田
営
林
署
の
場
合
は
、
3
4年
生
～

3
7年
生
）
を
共
有
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。
そ
し
て
契
約
で
定
め

た
時
期
に
伐
採
で
得
た
収
益
を
申

し
込
み
口
数
に
応
じ
て
分
収
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

管
理
は
？

営
林
署

に
お

い
て
契

約
書

に
定

め
た
計
画

に
従
っ
て
手

入

れ
を
行

っ
て
森
林
を
良
好
に
管
理
し
ま
す
。

緑
の
オ
ー
ナ
ー
に
な
る
と
ど
ん
な

特
典
が
？
・

林
野
庁
関
係
の
宿
泊
施
設
及
び

国
営
ス
キ
ー
場
、
ま
た
、
林
野
庁

と
提
携
し
て
い
る
宿
泊
施
設
、
国

設
ス
キ
ー
場
を
割
安
な
料
金
で
、

ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
是
非
参
加
を
／

国

土

の
緑
化
に
積
極

的
に
参
加

し

た

い
。

お
子
さ
ん
や

、
お
孫

さ
、

ん
に
緑

の
資
産
を
残
し

て
あ
げ

た

い
。
入
学

、
就
職

、
結

婚
な

ど
の

記

念
に
し

た
い
。

○

お
問
合

わ
せ
、
お
申
し
込
み

は
、

蟹
田

営
林
署
ま
で

ど
う

ぞ
。

登
二
二
丿
二
三
三

二

人形 劇団 ひとみ座 がやってくる
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飲んで乗る、あなたは天国、

県内の交通事故概況

発

生

死

者

傷

者

705

(648)

13

圉 ）

863

(784)

累　計

2,981

(2,618)

49

(47)

3,629

(3,278)

（　）内は前年。累計は１月から

死
者
の
う
ち

飲酒運転による死者

シ
ー
ト

ベ
ル
ト

青森県交通対策協議会

蟹田地区交通安全協会

７

着　　用　　義　　務　　者

(着けなければならない人)

非　　　 着　　　 用　　　’者

（着けていなかった人）

交通マナー・アップ青森'91運動 (期間６月１日～11月30日)

舛

22

２

★蓬田村は、５月20日に交通死亡事故1,000日を達成しました。
これからも、交通死亡事故1,500日、2,000日に向かって、役場庁舎前に“ゼロ旗”
を掲揚しで ゼロ旗運動”を展開中です。
村民一丸となって「あの旗を降ろすな」を合い言葉に努力しましょう。

●
保
管

場
所
標
章

（
車
庫
証

明
ス

テ

ッ
カ
ー

）
が
表
示

さ

れ
て

い

な

い
車
は
、
運
行
す

る
こ

と
が

で

き
な
く
な
り
ま
す

。

○

一
定

の
要

件
を

備
え
た
保
管
場

所
を

確
保
し
、

警
察

署
で
車

庫

証
明

の
交
付
を
受
け

る
と

、
保

管
場
所

標
章

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

▼

保
管
場
所

を
確
保
し

て

い
な

い

車
に
は
、
運
行
禁
止
命
令
！

▼

軽
自
動
車

に
も

、
保
管

場
所

の

届
出
義

務
！

●

保
管
場
所

を
変
更
し

た
と
き
に

は
、
十
五
日
以
内
に
届
出
な
け
れ

ば
な
り
ま

せ
ん
。

●

青
空
駐
車

・
長
時
間

駐
車

の
罰

則

が
強
化

さ
れ
ま
し

た
。

○

罰
金
の
上
限

が
、
三

万
円

か
ら

二
十
万
円
に
ア
ッ
プ
！

▼
青

空
駐
車
（

道
路
使
用

）
の
罰

則

無料　交通事故

ご相談

●電 話のご相談もお受け します

Q0177-22- 1 025( 直通)

相談日：月曜から金曜午前9 時半～午後４時40分

0 専門の相談員が親身になってご相談に応じます

０弁護士相談日：毎月第4 水曜日午後1 時～４時

社 団 法 人 日 本 損 害 保 険 協 会

青 森 自 動 車 保 険 請 求 相 談 セ ン タ ー

ぷ森di堤町2-1-7 日産火災¢?森 ﾋﾞﾙ 擶 晴 森文化会館向い片 森調介･讎 所内H0177-7G-4391

し
め
る
心
が
、
身
を
守
る
。

シ
ー
ト

ベ
ル
ト
、

車庫法が一部

平成３年７月1日から

・
三

ヵ
月
以

内
の
懲

役
ま
た
は
二

十
万
円
以
下

の
罰
金

▼

長
時
間

駐
車
の
罰
金

・
二

十
万
円
以
下

の
罰
金

○

違
反
点

数
が
、
そ

れ
ぞ
れ
一
点

ず
つ
ア

ッ
プ
ー・

・
青
空

駐
車

（
道
路
使
用

）
の

違
反

点
…
…
一一
一
占一

・
長

時
間

駐
車

の

違
反

点
…
…
一
一
占一

交通安全から●　8

家族は地獄！

５　月

うち、着けていれば

助かったと思われる人

●運動の重点
①飲酒、暴走運転の追放！　　　　　　　④交通安全「愛の一声運動」の実施！
②若年運転者、高齢者等の事故防止！　　⑤各種交通安全活動への積極的な参加！
③シートベルトの正しい着用の徹底！

改正されました！

蟹田警察署



広報よもぎた

第
4
2回
東
郡
中
体
連
夏
季
大
会

野
球
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
庭
球
が
団
体
優
勝
！

六
月

十
八
日

（
火

）
～
十
九
囗

（

水

）
蟹
田
町

と
蓬
田
村

を
主
会

場

に
第
4
2回

東
郡
中
体
連
夏

季
大

会

が
行

わ

れ
ま
し

た
。

蓬
田

中
学
校

で
も
、
陸
上

（
男

女

）
、
卓
球
（

男
女

）
、

バ
レ
ー

ボ
ー
ル
（
女
子

）
、

バ
ス

ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
（
女
子

）
、
野
球

、
庭
球

（

男
子

）
競
技

に
出
場
し
て

、
団

体
で

は
、
野
球

・

バ
ス

ケ
ッ
ト

ボ

ー

ル
・
庭
球
競

技
が
見
事
優

勝
を

飾
り
ま
し

た
。

ま

た
、
他

の
競
技
で
も
個
人

戦

で
は
活
躍
し

た
選
手

も
た
く

さ
ん

お
り

、
県

大
会

へ
の
出
場
権
を

獲

得
し
ま
し

た
。

六
月
二

十
日
（
木

）
相
内
潔
中

学
校
長

を
初

め
教
頭
先

生
、
部
活

の
先
生

に
引
率

さ
れ
て
、
団
体
優

勝
し

た
部

の
キ

ャ
プ
テ

ン

が
村
長

室
を
訪

れ
、
優
勝

カ
ッ

プ
の
披
露

と
成
績
を

報
告
し
ま
し

た
。

八
戸
良

次
郎
村
長

と
、
奈
良

尹

教
育
長
よ
り

「
県
大
会

で
も
頑
張

れ
」
と
激
励

を
受

け
ま
し

た
。

野
球
は
、
一

回
戦
、
石

浜
中
と

戦

い
九
対

コ

準
決
勝
で

は
、
宇

鉄
中

を
十
対
○
で
下

し
て
順
調

に

勝

ち
進
み
、
決

勝
で
は
平

舘
中

を

二
対

一
と
、
接
戦
で
見

事
勝
利
し

、

昭
和
五

十
五

年
以
来

十
一
年

ぶ
り

の
県

大
会
出
場

と
な
り
ま
し

た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
は
、
平

館
、

三

厩

、
西
平
内
中

学
校
を
三

戦
三

勝
で
下
し
て
、
六
年
連
続
優
勝
と
バ

ス
ケ
ッ
ト
王

国

の
貫
禄
を
見

せ
県

大
会

へ
駒
を
進

め
ま
し

た
。

庭
球
は

、
蟹
田
、
今
別

中
学
校

を
二

戦
二

勝
で
下
し

、
通
算

十
一

回
目

の
優
勝
を
飾
り

、
県
大
会

へ

の
キ

ッ
プ
を
手

に
入

れ
ま
し

た
。

お
め
で

と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

蓬
　
田
　
中
　

学
　
校

す

る
選
手

は
、
こ
れ

か
ら
七
月
二

十
三

日
（

火
）
～
二
十
五

日
（
木

）

ま

で
の
三

日
間

、
青
森
市

に
お

い

て
行

わ
れ

る
、
県
大
会

に
向
け
て

猛
練

習

が
始
ま

り
ま
す
。

村

民
の
方

々
の

ご
声
援

を
お
願

い
し

ま
す
。

頑
張

れ

、
蓬
田

中
学
校

の
選
手

の
皆

さ
ん

が
‥

県
大
会
は
７
月
2
3日
脚

か
ら
３
日
間
で
す
！

団
体
で
優
勝
し
た
野
球
・
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
庭
球
や
、
陸

上
・
卓
球
競
技
の
個
人
戦
に
出
場

9●東郡中体連夏季大会から
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玉 松 海 水 浴 場 へ

蓬田村観光協会

六
月

十
八

曰
（
火

）
午
後
三

時

よ
り
喜

久
酔
（
蓬
田

）
に
お
い
て
、

蓬
田
村

観
光
協
会
（

坂
本

祐
一
会

長

）
の
第

十
四

回
通
常

総
会

が
、

新
会
員

を
含
め
約
五

十
名
の
参
加

を
得
て
開

催
さ

れ
ま
し

た
。

総
会
は

、
会
長
あ
い
さ
つ
の
後
、

議

事
へ

と
進
み
、
平
成
二

年
度
の

事
業
報
告

並
び
に
収
支

決
算
な

ど

の
承
認
を
受

け
、
三
年
度

の
事
業

計
画
（
案

）
　へ
と
進
み

ま
し

た
。

事
業
計
画

（
案

）
で

は
、
七
月

二
十
曰
（
土
）
開
催
さ
れ
る
玉
松

海
水
浴
場
開
き
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
①
ホ
タ
テ
試
食
会
②
宝
さ
が

し
③
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

①
水
入
り
風
船
投
げ
大
会
⑤
野
菜

の
目
方
あ
て
⑥
玉
松
太
鼓
演
奏
⑦

青
森
海
岸
歩
み
写
真
展
、
特
に
今

年
度
は
青
森
海
岸
三
十
周
年
に
当

た
り
、
建
設
省
と
共
催
す
る
こ
と

に
な
り
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
村
民

の
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
齔

す
。ま
た
、
特
産
品
の
開
発
、
観
光

資
源
の
発
掘
等
の
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
現
在
村
と
し
て
進
め
て

い
る
王
松
地
域
開
発
に
関
す
る
観

光
の
あ
り
方
等
充
実
し
た
観
光
開

発
を
目
指
す
た
め
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
四
年
度
に
は
、
村

内
農
免
農
道
を
使
用
し
て
の
「
バ

イ
ア
ス
ロ
ン
」
（
ラ
ン
ニ
ン
グ
↓

自
転
車
↓

ラ
ン
ニ
ン
グ
の
継
続
競

技
）
大
会
の
開
催
予
定
な
ど
決
め

ま
し
た
。

●
申
し
込
み
は
、
村
商
工
会
ま
で

登
二
七
―
二
四
五
〇

村観光協会から●　10

七
月
二
十
日
（
土
）
オ
ー
プ
ン
！
　

観

光
協

会

の

会
員
募
集
中
！

観
光
協
会
で
は
、
会
員
（
年
会

費
二
千
円
）
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
村
の
観
光
に
活
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
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現
金
出
納
簿
の
記
帳
は
明
日
へ
！

さ
ん
に
取
材
し
ま
し
た
。

八
戸
さ
ん
が
、
商
工
会
へ
就
職

す
る
き
っ
か
け
は
、
ち
ょ
う
ど
商

工
会
で
職
員
を
募
集
し
て
お
り
、

当
時
、
保
育
所
に
通
う
子
と
、
産

ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
を
抱

え
る
専
業
主
婦
で
し
た
が
、
結
婚

前

か

ら

事

務

の

仕

事

を

経

験

し

た

こ

と

も
手

伝

っ

て

、

慣

れ

な

い

仕

事

へ

の
挑

戦

と

な

り

ま
し

た

。

八

戸

さ

ん

は

、
毎

月

、

商

店

や

事

業

所

の

方

が
持

っ

て

来

る

約
三

十

件

の

現

金

出

納

簿

を

デ

ー

タ

と

し

て

コ

ン

ピ
ュ

ー

タ

に

入

力

し

、

収

入

と

支

出

を

管

理
し

て

い
ま
す

。

「

完

全

な

車

社

会

と

な

っ

た

現

在

、

村

は

、
大

型

ス

ー

パ

ー

が
あ

る

青

森

市

と

蟹

田

町

に

挟

ま

れ

て

い

る

た

め

、
商

店

の
方

は

商

品

の

売

上

げ

に

大

変

苦

労

を

し

て

い
ま

す

。

こ

れ

か

ら

は

、

在

庫

管

理

等

の

努

力

が

必
要

に

な

っ

て

来

る

と

思

い
ま

す

」

と

話

し

て

く

れ

ま

し

た

。ま

た

、

「

私

達

商

工

会

の
仕

事

は

、

村

内

の

商

店

や

事

業

所

の

方

の

経

営

が
ス

ム
ー

ズ

に

進

み

、
商

売

が
軌

道

に

乗

る

た

め

に

指

導

す

る

機

関

で

も

あ

り

ま

す

。

い

つ

で

も

商

工

会

に

来

て

く

れ

れ

ば

自

分

の
知

っ

て

い

る

範

囲

の

帳

簿

関

係

の
事

は
指
導
し

ま

す

の
で

ぜ
ひ

お

い

で
下

さ

い
」
と
話
し

て

く

れ
ま
し

た
。

商

工

会

は

い

つ

で

も

会

員

が
訪

れ

、

経

営

の
悩

み

事

な

ど

を

話

せ

る

場

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。

現

在

、
小

学

校

六

年

生

の

女

の

子

と

二

年

生

の

男

の
子

の
二

児

の

毋

と

し

て

子

育

て

と

、
村

の

商

店

経

営

の
指

導

者

と

し

て

意

欲

充

分

な

八

戸

さ

ん

は

、

今

日

も

笑

顔

で

頑

張

る
。

双子の竹の子をみつけました。

この竹の子は、青木時雄（阿弥陀川）さん

が、６月６日（木）大倉岳で竹の子取りに夢

中になっていたところ、おや２本あるなと

近付いて見てびっくり、何と『双子竹の子』。

さっそく家に持ち帰り、近所の細谷さんと、

「竹の子談義」。お互い十数年山菜取りして

いるが、双子の竹の子は取ったことも聞いた

こともないと、近所でも話題沸騰となりまし

た。今年は何か良いことがありそうと大喜び。

ちなみに、皮をむいてみたら下から二節目

からきれいに二本、身の丈約23cm でした。

11●談話室／行事予定

談話室

今
回

は
、
昭
和
五

十
九
年
四
月

か
ら
村

商
工

会

の
記

帳
専
任
職
員

と
し

て
村
の
商
店
や

事
業
所

の
帳

簿

を
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
で
集
計

・
管

理
し

て

い
る
八
戸

緑
（
阿

弥
陀
川

）

７月行事予定表

５６６一７1
4

1
8

1
8

1
9

2
2

３ぺ2
6
2
8

９２卜３に
い 日

卜

す

こ
や
か
家
庭

教
育
子

育
て
セ
ミ
ナ

ー

（
村
農
業

者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

七
　

夕
　

集
　

会

地
域
ぐ

る
み
親
子

で
キ
ャ
ン

プ
（
十
三

湖
）

授

業

参

観

日

校

内

球

技

大

会

海
水
浴
場

清
掃
奉
仕
活
動

学

校

参

観

日

夏
　

季
　

休
　

業
（
～
８
／
2
3
）

ワ

ー
プ
ロ
教
室
3
:
3
0

～
6
:
3
0

「
小
・
中
学
生
」

１
　
１
　
　
　

（
中
央
公
民
館

）

村

民

体

育

祭

ワ

ー
プ
ロ
教
室
4
:
0
0

～
6
:
0
0

「
小
・
中
学
生
」

１
　
１
　
　
　

（
中
央
公
民

館
）

子

供
会
リ
ー

ダ
ー
キ

ャ
ン
プ

戸
　
　
　

行
　
　
　

ト
ダ
　

‰
卜
　

事

ら

社

会
．
教

育

課

蓬

田

小

学

校

社

会

教

育

課

薀

田

中

学

校

蓬

田

中

学

校

蓬

田

小

学

校

蓬

田

小

学

校

蓬
田
小
・
中
学
校

中

央

公

民

館

社

会

教

育

課

中

央

公

民

館

中

央

公

民

館

担
　
　
　

当

み
～
つ
け
た

4

1

No.41
がんばる
八戸緑さん
阿弥陀川



広報よもぎた

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人
3
4

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

蓬
田
村

を
離
れ
、
早

い
も
の
で

二

十
五

年
も
過
ぎ
ま
し

た
。

村
勢
要

覧
を
拝
見
し

、
こ
の
間

幾
多

の
変
遷

を
経
て

、
諸
先

輩
方

の
努
力

と
苦
労
の
甲
斐

が
あ
っ
て

村
も
近
代
化
し

、
明

る
く
ほ
の

ぼ

の
と
し

た
暖
か
み
の
あ

る
様
子

が

う

か

が
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら

は
都
市

が
手

狭
と
な
っ
て
い
る
今
、

交
通
手
段

が
整
備
さ

れ
る
こ
と
に

よ
っ
て

、
ま
さ
に
地
方

の
時
代

が

到

来
す

る
で
あ

ろ
う
し

、
そ
れ
を

望
む
も
の
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
他
県

で
は
一
村

一
品
運

動

が
成
功
を

お
さ
め
て

い
る
よ
う

に
、
蓬
田
村

も
知
恵
を
出
し
合
い
、

な
お
か
つ
こ

れ
か
ら

の
時

代
を
柤

う

若
者
の
ア
イ

デ
ィ
ア

を
勇
気
を

も
っ
て
取
り
入

れ
る
こ

と
で
、
更

に
発
展

が
望

め
る
も
の

と
疑
い
ま

せ
ん
。
さ
て
、
私

は

プ
ラ

ン
ト

ー
エ

ン

ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
メ
ー

カ
ー
千

代
田

化
工

建
設

の
機
器

製
造
部
門

が
独

立
し

、
昭
和

六
十
二

年

に
発
足
し

た
会
社
に
勤

め
、
総

務
部
で
人

事
、

労
務
等
を
担
当
し

て

い
ま
す

。

当
社
は

、
石

油
、
石

油
化
学
そ

し

て
地
球

レ
ベ
ル
で
問

題
に
な
っ

て

い
る
環

境
機
器
分
野
ま

で
、
お

り

と
あ
ら

ゆ
る
産
業
に

か
か
わ
っ

て

い
ま
す
。

海
外
で

の
仕
事
も
多

く
、
特
に
中

東
地
域
に
多

く
の
社

員

を
抱
え

る
当
社
に

と
っ
て
、
湾

岸
戦
争
の
成

り
行
き
を
緊
張

の
思

い
で
対
応

に
明
け
暮

れ
ま
し

た
。

あ

ら
た

め
て

日
本
の
平
和

を
有
難

く
思

い
ま
す
。

さ
て
、

こ
れ
ま
で
故

郷
を
離
れ

二

十
五

年
間
頑

張
っ
て

こ
れ
た
の

も

、
蓬
田

と
い
う

す

ば
ら
し

い
風

土
に
育
ち

、
小

さ

い
頃

か
ら
黙

々

と
働
く
両
親

の
後
姿
を
見

て
、
ま

じ

め
に
働

き
、
人
と
人

と
の
信
頼

髟

大
刀

こ
！

と
冖
う
f
　
Iと
包
改
え

千
代
田
プ
ロ
テ
ッ
ク
㈱
総
務
部

総
務
部

係
　

長

ら
れ
今
に
し
て
感
謝
す
る
次
第
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
励
み
と
し
て
頑

頑
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
蓬
田

坂
　
本
　
　
　

守
さ
ん

村
の
益
々
の
発
展
と
皆
様
の
ご
健

勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

め も

●･現住所／神奈川県川崎市川崎区藤崎３－

１－３グリーンパーク川崎602 号四 〇44（276 ）

0688･・生年月日／昭和24 年10月日 日卜・出身

／中沢／坂本繁男氏次男･・妻・愛子・長女

・理奈・二女・貴実●･好きなもの／野球・

ラグビー・オートキャンプト 経歴／千代田

化工建設（株）入社（昭和40 年４月）と同時

に千代田技術訓練校に学び卒業 （昭和43 年

４ 月）千代田プ囗テック（株）に移籍、

総務部（昭和62 年10月 ）～現在に至る

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口●12

戸籍の

窓　口

人口と世帯数

(５月31日現在)

総人口　4,134人
男　　1,988人
女　　2,146人
世帯数1,051世帯

５月 受 付分

ご誕生おめでとうございます

あり　 か久 慈 有 香

大宮　　舞

佐井 詩 織

はる　 な
武 井 春 茱

秀　逸
静　子　長女

邦　彦　。
優　子　長女

ご結婚おめでとうございます

小　松　　　学（蓬　田

三　井　由　紀（八戸市

北 川　修 二（瀬辺地

小　山　直　美（青森市

橋　本　吉　彦（青森市

工　藤　美佐子（中　沢

’津 辻 政 季 （北海道

､青　 木　 紀美子 （ 阿弥陀JII

藤　本　　　健（長　抖

佐々本　妙　子（青森市

おくやみ申し上げます

越田　秀國（瀬辺地　65歳

相坂　キワ（広　瀬　80歳
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